
今、この瞬間を生きる。
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「1んで新春のお慶びを中し 11げ ますとともに、竹様には Hり !

より会活動にこ支lj4ご 協力Jlき 、″:〔 く御礼中し liげ ます=今卜|、

第νЧ「 1代の会itを 務めさせて〃〔いております (株 )JTSの i支
||ド千イi(シ ンスケ)と 中します。このサtt史ある i年会の会1こを仰

せつかり、
｀
1初 はとても光栄に感じると同時にその重責に身の

引き締る思いでありました。数ヶ月が経つた今、少しは慣れる

つと思い込んでおりましたが、いまだに不安と緊張の日々を

_こ してお ります。残り数ヶりJこ れからもこの機会を「 分に活
サllし 少しでも色々な lfを 学び、社業に、そして米1明 に繋がる様、

ll一杯励みたいと思いますので更なるこ指導ご厚情の‖、「」ヤ:

1'[し くお願 tヽ IIし 11げ ます。

ヽて、今1可 の会スローガンにあげています iCarpe L)ie nl』

_ケが、ラテンFイ:の 諺で「今、この瞬間をイliき るJと |「 う意味です。
これは村、の一イL涯の標語なのですが、私自身、人はいつでも木

熟であつて、常に挑戦イであるべきという前提のもとに'liき る

ことが出来るものと考えています。人間、やってしまつた後 lll

よりやらなかった後IJJの方が深いと,itヽ ます :何かにチャレン

ジしてそれが失敗だったとしても、全力で1反 り組んだ結果であ

ればその後の努力次第で何とか挽 口|||1来 る。しかし何もせずに後々

に、あの時やっていれば良かったな～という後IJJは なかなか消

す `Jfが 出来ません。「tヽつかきっとJと 今の米熟なrl分を後の「 |

分に期待したり、「あの時ああすれば」と過去を後悔する llをせず、
「やるなら今しかない」と全身全霊をぶつけてみることで『今』

が開けていく、今その llll間 が光輝 くものと考えています。それ

はビジネスにおいても私
`li活
においても、そして会の活動にお

上青年会 4月

いても同様で一つ一つの意味を考え有意義な活動を行い、後 Jll

せず常に向 11心 を抱 き
い

`li l111体

…
より そ`illl夢求

い
のhi神 でい

きたいと思います。そオtか らもう一―つ、サブタイトルn勺 に F真 II:

経11究迫会Jと 名づけ、本 Jlの 意味の経,1と |:う ものを14び、そ

の道を究める会でありたいと思います。この「経営」とは何を意
1味するものかと|||し ますと、もともと「経営 Jと は ll、教川語で、

ll」 iで 人きな法要を行う時にその運,1が スムーズに行くよう

にそれを成し遂げる様 j4の ことを「経14」 と |っ たそうです。「経

1lJの「経Jと いう字は、地図の「絆 1支、経14Jと いう|:業の「経」、

また布を織る時の縦糸の J千を iキい、縦に筋がきっちりと通って

いる事を指 しているのだそうです .縦に筋が通っているといっ

ても命令系統が 11か ら ドに行くという意味ではなく、人として

の筋道を通しているかとliう '1千、「倫馴!』 のIIIな のです。自分白

身この riリケ鉄 11'(11会で会ネL運営の r経営』に関する事を学ぶ

'lfは もとより、ノ、の道筋 :倫 lHJを 勉強し自分rl身 の人間形成、

ヤL業に活かせる様に努力していきたいと考えています。

あの松 ド
'L器
の FIJ rに 会1こ 松 ド1ヽ之助氏はインタビューで「松

ドlL器 とは何を作つている会ネLですか ?」 と聞かれた際に「松

ドlE器は人を作る会ヤLです。ついで電化製品も作っています」

と答えています。人がfJて ば会

“

Lは「1然 と育つ。人が育たなけ

れば会 ILも ‖iれる。本会もまずは人の道筋と :う ものをきちん

と学び、そして虻には皆で会社連,1に 関するlfを も勉強し「ri

ノケ鉄 lli,年 会は人をつくる会です。ついで会社運営術を学んで

いますJと 答えられる様な会でありたいと考えています。



ごあいさつ

締 矮 員会担当副会長 矢 山 員 人

皆様、新年明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。

総務委員会の主な活動は4・ 2月 の通常総会の運営と毎月行われる例会の開催ですが、

4月 の通常総会がその中で一番のメインイベントとなります。それが終ると活発な活動

をあまり行わなくなりますが、元島委員長は議案の有無に関わらず毎月委員会を開催し、

積極的に委員の参加を促し、委員長として立派に委員会をリードしてくれました。総務

委員会の活動として2月 の総会が残つていますが、元島委員長の指導力の下委員一致団

結し、新会長選出にふさわしい2月 通常総会になると確信しています。

昨年は会への出席率が悪く、副会長としてあまり役割を果せませんでしたが、残りの

任期3ヶ月精一杯頑張りますので、本年も宜しくお願い申し上げます。

厚生 経営委員会担当副会長  黒  岩  義 泰

新年明けましておめでとうこざいます。旧年中は直方鉄工青年会活動に対し、多大な

る御指導を賜り厚くお礼申しあげます。

早いもので新体制となり九ヶ月が過ぎ、私自身副会長として、会長の思い描いた会運営

が行われるために、会長をサポートして行くことが一番の任務と思い会活動を行って

きましたが、まだまだ、不十分な点が多々ありましたので、残された期間を精一杯頑張

つていきたいと思います。

さて、この青年会は近年会員数の減少傾向という大きな問題に直面していますが私達、青年会は

何とか、この状況を乗り切らねばなりません。そのためにも今、会員全員が、一丸となり何事にも

前向きに考え、柔軟な頭脳や時には、大胆な行動力で魅力ある会にし、この状況を乗り切らねばと

思っています。

そして、諸先輩方が築き上げられた歴史を汚すことなく、しっかりと次世代に伝えて新しい歴史を

積み上げることが出来るように頑張りたいと思います。

今後も皆様方の暖かいご支援ご指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

広報・ものづくり委員会担当副会長  不ヨ 劇A 雇署 裕

新年あけましておめでとうございます。広報・ものづ くり委員会担当副会長を務めま

す石松です。同級生 (小学校から高校まで同じ学校)の浅田君が会長になり、私を副会長
に指名していただき、もう自分の年代が会を牽JIし ていかなければならないのだと痛

感しています。

昨年度のものづ くり事業では、クリーンエナジーカー (燃料電池車)を ある程度形に

することで一定の成果を得たと思っています。そこで今 1可 ものづ くり担当となり、もの

づ くりの成果とはいったいなんなのだろうか ?と 考えさせられました。成果を定義で
きなければ、今年のものづくりを出発させることもできないからです。

ものづ くりとは、かたちにすることも肝心だが、かたちにするまでに、ああでもない、こうでもない、と試行錯誤
することも大事、そしてなにより過程の中で会員同士が親交を深めていくことも大事だ、という結論に達しました。
そして改めて、昨年度はこのような成果を得ることができた、と感じています。

考えてみれば、青年会自体がこの理念の上に立脚し、すべての事業を遂行しているのだから、当然の帰結とも思
えます。ものづくりだけに限らず、青年会が果たす役割はこれ以上でも、これ以下でもないのかもしれません。
今年度は「鉄男の部屋」を製作中です。これは今後、青年会のものづくりが永続的に続くために必要不可欠なもの
です。ここで先に述べさせていただいたようなものづくりが展開できればと楽しみにしています。

最後に一言だけ、先輩方からの新入会員のご紹介を切にお待ちしております。



ごあいさつ

総務委員会 委員長

18年度総務委員長の元島です。総務委員長の前は3年間事務局に属していまして、委員

長は今回が初めてだったので、今年度当初は委員長とはどうあるべきか、委員会活動とは

どのようにすればいいのか、などと根本的なことを悩んでおりましたが、気が付くと18年

度も残りわずかとなってしまいました。

今になって振 り返ってみると、担当副会長と副委員長に会長経験者を配属して頂いたと

いうメリットを活かせず、こんな委員長でよかつたのかなと思い反省しております。

今年度も残り少なくなつてまいりましたが、我々総務委員会は毎月の例会と2月通常総会という大事な仕事が残

つております。これらの仕事を気を緩めることなく、また 19年度に向けて盛 り上がっていけるように、総務委員会

一丸となって活動していきたいと思つております。

_生・経営委員会 委員長 山

新年あけましておめでとうございます。本年度、厚生・経営委員長の福山です。

初心に帰って一生懸命がんばりますのでよろしくお願い致します。

さて、本年度厚生・経営委員会は一年間の事業計画を①ゴルフを通じ会員の親睦をはかる。

②会員の健康促進 (弱つた足腰を強化)③仕事と趣味の両立を考える④一年を通じ結果の

出る事業を行うを掲げ、年/2回のレッスンと1回の合宿・実習を行い 1月 には特別会員
合同ゴルフコンペ及び新年会を企画しています。これまで、2回のレッスンと 1回の合宿・実習を行いましたが、最

初はなかなかうまくボールにあたらず、暗い顔をしていた会員も今では「ナイスショット !」 の快感に浸つています。

現在も、5月 より始めています毎週火曜日の個別レッスンに、5人～6人の会員が参加し1月 の新年コンペに向け

てがんばってぃます。直方鉄工青年会関係者の方で、参加希望の方は毎週火Π記目に「ベストゴルフチクホJ2階にて、
練習代金のみでレッスンプロ (塚原先生)に指導頂けますので一度、・llい てみてください。

さて、なぜ今ゴルフかと言いますと―・下記に書きましたので共感して頂くと幸いです。「ゴルフとは」仕事も同じ

ですが、ただ漫然とボール (仕事)を カップに向かつて打つのではなくティーショット(事業)を打つ前に方向 (内容 )

を確認しコース (Tド場)を 分析し計画を立て自分のもち球 (ス タッフ)ゃ 自分の飛rH離 (予算)を計算しトラブルが無

いかを確認しなければいけません。セカンドを打つときは風 (状況)の向きが変わつてないか、もっと良い攻略法が
‐
・いかを考えクラブ (設備)選択をし、常に平常心で打たなければいけません。 またグリーントではこれまでの経
預 から、傾斜 (加工方法)や早さ (時間)を 計算しよリカップ (利益)に近づ くように打ちます。戦略的なゴルフが出来

れば、仕事にしても同じように良い結果が得られると思います。

_報・ものづくり委員会 委員長 一化

皆様あけましておめでとうございます。

本年度、広報。ものづくり委員長を務めさせていただきました、花田です。

浅田会長のもと、委員長という初めての大役を任され早や9ヶ 月が過ぎました。

今年度の我が委員会のメイン事業は「鉄男の部屋」の建設でした。4月 から計画に取組み、

ミーティングを重ね、9月 に無事完成を迎えることが出来ました。我々、直方鉄工青年会は、

直方の基幹産業である「ものづくり」をテーマに、昨年より、「クリーンエナジーカーJの製作に取り組んでおります。

製作場所や時間の関係上、いまだ完成には至っておりません。この度、建設致しました、「鉄男の部屋Jを、ものづくり事

業の拠点とし、今後さらなる、研究、製作を進め、青年会の歴史の一部を飾る、作品を完成させる所存です。最後に瑞雲

発行にあたりまして、貴重な時間を割いて頂いた皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

元 島 順 也

福 信皇員

平勇田



平劇8年度4月通常総会開催
今年度、最初の事業である通常総会が、4月 21日

に開催されました。

今年度もMi年 同様、青牢の広がる天候に恵まれ、

まさに本誌の表題「瑞雲」と呼べる様な雲が流れて

いました。

この総会に至るまでに、役員はもとより委員会レ

ベルでの活動は 1ヽく から動き出していました。その

中でも総会事業担当の総務委員会は、IJ々 、時 間の

ない中で準備に追われ、あっと|:う 1占1に総会当日を

迎えることとなりました。今年度総務委員1こを務め

る元島71を 中心に、委員会メンバーは早 くから会場

に入り、最終チェックを行つていました。そんな総

務委員の引き締まった顔を見ていると、1,年 会の一

年の始まりを改めて感じました。

懇親会前に第42代会長浅田君に、「今から会長挨

拶がありますねJと 問いかけると、会長は「この会1モ

挨拶が、会長職の中で一番大変」と笑みを浮かべな

がら答られました。又「緊張するから、先にビールを

飲もうJな どと,=っ てFl Fllの人の緊張までもほぐじ

てくれました。そんな会長は、本番でも得意のユー

モアのセンスを発揮し、皆を笑わせながらも青年会

に対する熱い思い、信念を言||っ ていました。知1州 iと

ユーモアで浅 ||1会長らしく挨拶をしていた姿を見て

また今年も良きリーダーが誕生したと実感しました

最後に御来場されました各関係者の皆様方には

大変感謝を中し Lげます。

また、今後も・ 2Li様 のご指導ご鞭撻、お力添えの程

宜しくお願い致します。

i終壼え逍谷
～
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鰊ヅ骰≪づ
直方鉄工青年会では、ここ数年、会員全体で取り組むものづくり事業を行っております。テーマはハイブリッド

クリーンエナジーカーと銘打つて、ツーラー十燃料電池十1■縮空気を利用し、それぞれが運動して補完し合い作動

するシステムを搭載した自動車の作成に取り組んでいます。現状では、ボディフレームや足回り、舵取 り装置は完

成しています。UJlt動 システムとしては燃料電池は既に搭載していますので、燃料電池 EI動
'Fと
してはほぼ完成して

います。昨年の産業祭りでは展示ならびに試乗を実施し、脚光 (?)を 浴びました。先市ゃ関係者の方々にも試乗し

ていただき、楽しんでいただけたものと考えています。

今後もその他のシステム搭載や、洗練を進めて行きます。これからも何が飛び出すかわからない“直方鉄工「」年

会のものづくり事業"に皆様の絶大なるこ支援・ご指導をよろしくお願い致します。

轟,‐ 諄゙鑽慰″
==ま
れおヽ:ぶ

"議

事

`=轄 =鳥

八イブリッドクリーンエナジーカーシステム

とりあえず走行できる状態まであと少し。

自然に作業ピッチが早くなつてきます。

産業まつり当日

爆走するクリーンエナジーカーの雄姿.

ただこのB寺点ではブレーキはついてしヽません

産業まつり当日

燃料電池カーとしてのシステムを紹介。

いくらで売るのかというP00い合わせもありました。 踪聰
警
=.1‐

.‐

へ _



卒業に際 して l■■■■■■国鱚鰈躙躙輻輻躙鰺諄

青年会への思い

大 島 九州男 (第35代会長)

私が青年会にお世話になつて、記憶に残る印象的なことは沢山あります。最初に声を

かけて頂いたのは、渡辺会長の時。その時は、いろいろなことに余裕がなくご縁を頂かな

かつたのですが、高倉会長の時に吉田祐司先輩のご紹介で、こ縁を結んでいただきました。

多くの事業や宴会をこなしていく中に大変多くのことを学ばせていただきました。

先輩に対する礼儀、宴席の際の作法等、大学のクラブでは皆さんが経験した事でしょ

うが、ある意味社会人としては、なかなか経験できない勉強を青年会で再び経験できたことは、大学生活を2度送らせ

ていただいたという有難い思いで本当に感謝申し上げまう。

先輩に導かれ、後輩に支えられた大学時代の思い出は、卒業した今になつても大切な宝です。今年卒業を迎える今、自

分自身が青年会に少しでも役に立つことが何かできたのか ?自 問自答しても答えは出てきません。

きつとこれからもずつと答えは見つからないでしょう。学んだことは本当に多く、それなのに青年会にお返しができ

Ч かつたこの現実。この現役最後の年に、もう一度青年会のために何ができるのか ?じ つくり考えさせていただきたい

と思います。

そして、卒業して青年会が存続する限り、少しずつ少しずつ自分のできる恩返しを実践させていただきたいと思います。
十
当に長い問お 1性話になりました。最後の一年間を今までの青年会活動を見つめる大切な一年にしたいと思います。

卒業するにあたり

私が入会したのは篠1時会長の時で、かれこれ 10年になります。

当初はいろいろな疑Flを あれこれ会長にぶつけて数々の御迷惑をお掛けしました。

その甲斐あってか次第に青年会の事が分かってくるにつれ当会が役員にならないと意

味がないと言うことに気づきましたが、いかんせんその頃から仕事に激動が起き、青年

会どころではなくなり、メンバーと疎遠になつてしまい、諸先輩方が残していかれた数々

の教えに対し、私は何も残せずに卒業を迎えた事が′とヽ残 りです。

あとlイ |:足 らずしか有りませんけれども、精一杯it年会に恩返ししていきたいと思つています。

暫ス会員紹介 |■■■■国鯰颯隋輻輻躙言難■‐ |‐ |

九州Ч鋳鉄管株式会社 山 口 高 広

この度2006年度より新規入会させて頂くこととなりました、ダクタイル鋳鉄管 (水道・ド水
道のパイプ)の製造及び販売を行っている九州1/1鉄管的の山口Tl広 と申します。

専門学校卒業後、関東にてコンピュター関係の仕事を8イ「、現会社に入社して9年
「1と なります。

若十高年齢での入会となりますので卒業までの時隔|が短い分、ハイスピードで勉強しなくて

はいけませんが、恐ろしいまでの団結力とパワーをもつたこの鉄工i七年会に l14く 溶け込んで貢

献していきたいと思います。皆様、こ指導のほど宜しくお願いいたします。

「11木植
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撃

パパ0⊃メント
女ばかりの3姉妹の末っ子です。もうじき1歳にな
ります。2人の姉と比べると、性格はおっとりしてい
るようですが、食欲は一番OI盛です。健康に大きく膏
つてくれればなによりです。よろしくお願いします。

パパの⊃メント
10年ひときという言葉がありますが、長男が生まれた時を

思い起こしますと、随分と時がたちそれだけ年をとつてし

まつたとひしひしと感じます。ただ、考え方を変えると良
い意味でそれだけ経験を積んだという取り方も出来ますが、

まだまだ30半ばの若輩者なので、公私とも勉強不足のとこ

ろもありますので、これからもこ指導賜りますよう宜しく

御願いします。ちなみに長男とは11歳はなれています。

パパのコメ)ト
昨年の 1月寒い寒い中でしたが、元気に生まれました。

つまでの人生の約半分は音楽の世界にいましたので、

子供たちの C「の一人には、何かしら音楽にちなんだ名

前をつけようと思い、音が舞うという事で、舞晉(まお)

とつけました.l●来はビアニストになってくれたらい

いなと思います。どうぞ皆様よろしくお願い致します。

パパ の ⊃メン ト

名前は真梨華です。平成17年 8月 15日生まれで、1歳4
ケ月になりました。あんよが上手になり好奇心の赴く
まま歩き回り、突進お嬢と化しています。食欲も旺盛
で大人と変わらないぐらい食べます。このままlllやかで
名前の様に 真っ直ぐで華のある女1生に膏ってほしい
と思います。ちなみに誕生日は私と一緒です。

平成 17年の 11月 28日 に我家に

待望の男の子が誕生 しました。お

曰様のように輝いてほしいと、私

達の願いを込めて慢征 (こ うせい)

と名前をつけました。強く明るく

素直に言ってほ しいと願ってぉ

ります。大きくなった時には、一

緒にサッカーをしたいものです。

ヽ

直りら JtIF彗 奪三

`含
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